
 
 

1 

 

「宇都宮市役所プラスチック・スマート行動方針」の策定について 

 
 
１ 策定の目的 

宇都宮市役所が一事業者として，より一層の海洋プラスチックごみ問題への対応やＳＤＧｓ

の達成に向けて，代替可能な使い捨てプラスチックの使用削減やバイオプラスチックへの転換

などの“プラスチックとの上手なつきあい方”に係る職員の意識の醸成と行動の変容を促すた

め，「宇都宮市役所プラスチック・スマート行動方針」を策定するものである。 

 
２ 背景 

・ プラスチックは，私たちの生活に利便性をもたらす有用な物質であるが，その一方で海に

流れ出ると，長期間，環境にとどまり生態系にも影響を及ぼすこととなる。 
・ 現在，世界全体で年間 800 万トンものプラスチックごみが海に流出しており，2050 年まで

に魚の重量を上回るプラスチックが海洋環境に流出すると推計されている。プラスチックご

みは，山から川，川から海へとつながる中でも発生することから，内陸部に位置する本市に

おいても自分の問題として考える必要がある。 
・ 本市においては，宇都宮市一般廃棄物処理基本計画に基づき，プラスチックごみを含めた

ごみの発生抑制やリサイクル，適正処理に積極的に取り組んできたところである。 

・ 国や県のプラスチック資源循環に係る動向を踏まえ，宇都宮市役所も一事業者として職員

が“プラスチックとの上手なつきあい方”に率先して取り組むことが重要である。 

 

 
３ 方針の位置づけ 

 「宇都宮市一般廃棄物処理基本計画」に位置付ける「資源循環プロジェクト」に基づく施策

「事業所によるプラスチックごみ発生抑制の推進」に係る市役所としての取組を示すもの 
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４ 運用開始 

  令和３年４月～ 
 
５ 方針の内容・特徴 

  内容 
   代替可能な使い捨てプラスチックの使用削減や分別の徹底などの“プラスチックとの上手

なつきあい方”に係る職員の意識醸成と行動変容を促進する。 

  ＜具体的な内容＞ 
・ 宇都宮市役所におけるプラスチックごみ対策に係る取組の概要・・・・・別紙１ 

・ 「宇都宮市役所プラスチック・スマート行動方針」【公表用】 ・・・別紙２ 

 

  特徴 
   ・ 県内市町初の市役所の率先垂範を示した行動方針 

    ⇒ 海洋プラスチックごみ問題への理解を深め，市役所が一事業者として率先して取り

組む“プラスチックとの上手なつきあい方”を示した方針を県内市町で初めて策定す

る。 
    ＜進捗確認項目＞ 

“プラスチックとの上手なつきあい方”を認識して取組を実施している職員の割合 
５５％（Ｒ２） ⇒ １００％（Ｒ７） 

＜主な取組＞ 

施策事業の運営に関すること 
・会議等におけるペットボトルの使用の削減努力 
・イベント等における使い捨てプラスチックの使用の削減努力 

物品購入に関すること 
・調達する消耗品等について，可能な限り使い捨てプラスチック以外のものの選択 
・プラスチック製品を調達する際は「宇都宮市グリーン調達推進方針」に則るなど， 

環境に配慮した物品の選択 

職場での行動に関すること 
・適正な分別の徹底 
・「マイＭｙ運動」を推進することによる，マイボトルやマイバッグ等の使用促進 

 
   ・ プラスチックごみ対策に係る効果的な情報発信 

    ⇒ 市民・事業者の更なる取組の参考とするため，市ホームページやごみ分別アプリ「さ

んあ～る」等を活用し，市役所が実施した取組を市民・事業者等へ効果的に情報発信

する。 
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・ 世界全体で年間 800 万トン（東京スカ

イツリーおよそ 222 基分）のプラスチッ

クごみが海に流出しており，このままで

は，2050 年までに魚の重量を上回るプラ

スチックが海洋環境に流出すると推計

されている。 

・ 近年，魚や海鳥の体内からマイクロプ

ラスチックが大量に見つかっており，地

球規模での環境汚染や食物連鎖を通じ

た人体への影響等が懸念されている。 

・ 街なかでポイ捨てされたごみも雨など

で側溝から川に流れ込み，一部は海のご

みになることから，海洋プラスチックご

み対策は，海岸地域だけでなく内陸部も

含めた共通の課題である。 

１ 背景 
  国の動向 

 ・ 「プラスチック資源循環戦略」（令和元年５月策定 消費者庁，環境省外７省） 

⇒ 「３Ｒ（発生抑制・再使用・再生利用）」＋「再生可能資源への代替」を基本原則とし， 

プラスチックの資源循環を総合的に推進するための戦略 

 ・ Ｇ２０大阪サミット（令和元年６月） 

⇒ 「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」の合意 

２０５０年までに海洋プラスチックごみによる，新たな汚染をゼロにすることを目指す。 

 ・ レジ袋有料化（令和２年７月１日開始） 

  ⇒ プラスチックの過剰な使用抑制に向けたライフスタイルの見直しのきっかけとすることを目的とする。 

  県の動向 

 ・ 「栃木からの森
もり

里川
さとかわ

湖
うみ

プラごみゼロ宣言」の実施（令和元年８月） 

⇒ 県及び県内全市町による共同宣言（全国初） 

⇒ 不必要な使い捨てプラスチックの使用削減，再生材や生分解性プラスチックの利用促進， 

プラスチックごみのリサイクルと適正処理の徹底を図る。 

・ 「栃木県プラスチック資源循環条例」（令和２年３月制定） 

⇒ プラスチック資源循環の推進に関する施策の総合的な策定・実施を県の責務とし， 

事業者や市町村，県民が一体となってプラスチック資源循環を推進していくことを定めた条例

２ 国・県の動向 

 
  これまでの取組 

・ プラスチックごみの分別排出 

・ マイ箸マイバッグの利用促進（マイＭｙ運動）（H18～） 

・ 市主催イベント等におけるリユース食器の 

活用促進（H22～）       など 

３ 取組・現状 

 
海洋プラスチックごみ問題への理解を深めるとともに，

持続可能な「環境未来都市うつのみや」の実現やＳＤＧｓ

の達成に向け，市民，事業者，行政などの様々な主体がそれ

ぞれの立場で“プラスチックとの上手なつきあい方”に係

る取組を推進する必要がある中で，見本となるべき市自ら

の具体的な行動について認識を持つ職員の割合が低い。 

４ 課題認識 

 
 

 市役所が一事業者として実施すべき取組の実施 
  ⇒ “プラスチックとの上手なつきあい方”に 

係る職員意識の醸成 
  ⇒ 取り組むべき内容の明文化による行動変容 

の促進 

５ 対応の方向性 

宇都宮市役所におけるプラスチックごみ対策に係る取組の概要 

  現状 

・ 令和２年度の職員意識調査によると，職員の約８６％が“プラスチックと上手につき

あう”必要性を認識しているものの，４割を超える職員が取り組むべきことがわからな

い状況である。 

 
“プラスチックとの上手なつきあい方”の推進・発信 

⇒「プラスチック資源循環戦略」や「栃木からの森里川湖プラ

ごみゼロ宣言」の趣旨に基づき，代替可能な使い捨てプラス

チックの使用削減，バイオプラスチックの利用促進などを推

進する。 

⇒“プラスチックとの上手なつきあい方”に係る有効な事例に

ついては効果的な情報発信に努める。 

２ 基本的な考え方 

 
代替可能な使い捨てプラスチックの使用削減や分別の徹底な

どの“プラスチックとの上手なつきあい方”に係る職員の意識の

醸成と行動の変容を促す。 

１ 目的  
 施策事業の運営に関すること 

・会議等におけるペットボトルの使用の削減努力 

・イベント等における使い捨てプラスチックの使用の削減努力 

・その他，各所属において実施可能な取組を積極的に実施 

 物品購入に関すること 

・調達する消耗品等について，可能な限り使い捨てプラスチック 

以外のものの選択 

・やむを得ずプラスチック製品を調達する際は「宇都宮市グリーン 

調達推進方針」に則るなど，環境に配慮した物品の選択 

 職場での行動に関すること 

・適正な分別の徹底 

・「マイＭｙ運動」を推進することによる，マイボトルやマイバッグ 

等の使用促進 

３ 方針の内容 

 
本市職員が行う事務や職員の行動に適用し，全庁的に推進する。 

５ 適用範囲 

 
“プラスチックとの上手なつきあい方”を認識して取組を実施している職員の割合

   ５５％【Ｒ２】 ⇒ １００％【Ｒ７】 
⇒ 使い捨てプラスチックの使用削減やバイオプラスチックへの転換など， 

“プラスチックと上手につきあう”ことの必要性を認識し，取組を実施してい

る職員の割合 

４ 進捗の確認 

 
本方針に基づき，市が率先して取組を実施するとともに，市民・事業者の更なる

取組の参考とするため，市役所が実施した取組を効果的に情報発信する。 

６ 情報の発信 
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別紙１ 



 

 

1 
 

 
 
 
 
 

第 1 この方針は，プラスチックごみによる環境汚染が世界的に進行していることに鑑

み，宇都宮市（以下「市」という。）が率先して代替可能な使い捨てプラスチック

の使用削減やバイオプラスチックの利用促進，プラスチックごみのリサイクルと

適正処理の徹底などを推進することにより，海洋汚染等の環境負荷の低減を図る

とともに，“プラスチックとの上手なつきあい方”に関する職員の意識の醸成と行

動の変容を促すため，考慮すべき事項を定める。 
 
 
 
  第２ 以下に基本的な事項を定める。 
   “プラスチックとの上手なつきあい方”の推進・発信 

・ 「プラスチック資源循環戦略」や「栃木からの森
もり

里川
さとかわ

湖
うみ

プラごみゼロ宣言」

の趣旨に基づき，代替可能な使い捨てプラスチックの使用削減，バイオプラス

チックの利用促進などを推進する。 

・ “プラスチックとの上手なつきあい方”に係る有効な事例については効果的

な情報発信に努める。 

 

 
 
  第３ 本方針における用語の定義は次のとおりとする。 
      使い捨てプラスチック 

      プラスチック製で，通常一度使用した後に，その役目を終えるもの 
例）プラスチック製容器包装，飲料や調味料等のペットボトル類， 

ストローやスプーンをはじめとしたプラスチック製食器類  など 
      栃木からの森里川湖プラごみゼロ宣言 

令和元年８月に栃木県及び県内全市町で行った共同宣言。不必要な使い捨て

プラスチックの使用削減や再生材や生分解性プラスチックの利用促進，プラス

チックごみのリサイクルと適正処理の徹底など，プラスチックとの上手なつき

あい方を栃木から発信し，森里川湖におけるプラスチックごみゼロに向け，行動

することを宣言した。 
 
 

趣 旨 

「宇都宮市役所プラスチック・スマート行動方針」 

基 本 的 事 項 

用 語 の 定 義 

別紙２ 
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  第４ 以下の事項について率先して取り組むこととする。 

   施策事業の運営に関すること 

・ 会議等（審議会，研修会，イベント等）におけるペットボトルの使用の 

削減に努める。 

・ イベント等における使い捨てプラスチックの使用の削減に努める。 

・ その他，各所属における事務事業の中で実施可能な取組を積極的に実施する。 

   物品購入に関すること 

・ 調達する消耗品等について，可能な限り使い捨てプラスチック以外のものを 

選択する。 

・ やむを得ずプラスチック製品を調達する際は「宇都宮市グリーン調達推進 

方針」に則るなど，環境に配慮した物品を選択する。 

   職場での行動に関すること 

・ 適正な分別を徹底する。 

・ 「マイＭｙ運動」を推進することにより，マイボトルやマイバッグ等の使用

を促進する。 

 
 
 
  第５ 市は，本方針の進捗確認に係る調査を行うものとする。 
 
 
 
    第６ “プラスチックとの上手なつきあい方“として効果的な取組等の情報については

適宜，情報発信する。 
 
 
 
  第７ 本方針は，本市職員が行う事務や職員の行動に適用し，全庁的に推進する。 
 
 
 
  第８ 本方針は，社会情勢の変化や技術の進歩等の状況を踏まえ適宜見直しを行う。 
 
 
 
  第９ この方針は令和３年●月●日から適用する。 

行 動 方 針 

進 捗 の 把 握 

情 報 の 発 信 

適 用 範 囲 

方 針 の 見 直 し 

附 則 


